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「森林サービス産業」の拡がり
特集

～森林空間利用による山村振興とウェルビーイングの実現～ Ⓒ２０２０ 上山市
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https://www.contactus.maff.go.jp/rinya/form/kouhou/202402.html

webアンケートにご協力をお願いします！

緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは？
　緑化推進運動の実施について、顕著な功績のあった個人又は団体に対し、内閣総理大臣が表彰を行うものです。
　令和５年は１３の個人・団体が受賞されました。本誌では毎号、受賞者の方々をご紹介します。

https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/index.html

受賞者紹介

令和５年 緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰

熊本市立芳野小学校 （熊本県）
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里山林の整備と保全の取組を交付金で支援しています

「国有林野の管理経営に関する基本計画」の策定について

16 国有林野事業の取組 令和５年度 国有林野事業業務研究発表会

長走風穴種子貯蔵庫遺構 鳥潟 幸男14 日本の林業遺産を知ろう！

同校は、大正時代に植えられた校庭のソメイヨシノを「よしの百年桜」と名付け、地域の協力を得ながら
樹勢の回復や保全に取り組んできました。児童からの発案により、百年桜から育てた苗木を熊本地震被災地
の小学校に贈呈するなど、桜を通じた交流も行っています。
また、学校に隣接する ｢芳野みんなの森｣において森林環境教育に取り組むとともに、平成３０年には

「芳野小緑の少年団」を結成し、近隣の公共施設に花を配布するなど、緑を通じた地域貢献活動を積極的に
進めています。

▲ 桜の歴史や保全方法を学ぶ｢桜の授業｣ ▲ ｢芳野みんなの森｣での野鳥観察会▲ 緑の少年団による花の配布

２０２４
Ｎｏ．２０３

　熊本市立芳野小学校緑化活動Web ページ  

▶http://www.kumamoto-kmm.ed.jp/sch/e/yoshino/education/ryokkakatudou/

過去の受賞者については林野庁ウェブサイトをご覧ください。

森林を活かす都市の木造化
も　り ま　ち

森での健康ウォーキング（山形県上山市地域）表紙の写真：
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特集

日本は、国土の７割が森林で、地域毎に多様な植生が彩る世界有数の森林大国です。
　この豊かな森林空間を活かして、魅力的な体験プログラムを提供する山村地域が、全国に続々
と誕生しています。
今回の特集では、森林空間の活用により、人も企業も山村も森も元気にする「森林サービス
産業」について紹介します。

「森林サービス産業」の拡がり
森林空間利用による山村振興とウェルビーイングの実現

写真上：森のヨガ（写真提供：滋賀県栗東市地域）　 
写真左下：マウンテンバイク（写真提供：長野県伊那市地域）  写真右下：森での社員研修（写真提供：TDKラムダ株式会社）
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「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」と
は
、
健
康
、
観
光
、

教
育
な
ど
様
々
な
分
野
で
、
豊
か
な
森
林
空

間
を
活
用
し
た
体
験
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

山
村
地
域
に
新
た
な
雇
用
と
所
得
機
会
を
生

み
出
す
産
業
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、森
林
空
間
を
利
用
し
た
取
組
は
、

自
然
愛
好
者
や
ス
キ
ー
客
等
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
た
ハ
ー
ド
整
備
が
中
心
で
し
た
が
、
近
年

で
は
、
旧
来
型
の
利
用
が
減
る
一
方
、
健
康
、

観
光
、
教
育
等
の
分
野
で
、
森
林
空
間
を
活
か

し
た
新
た
な
取
組
が
拡
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
林
野
庁
と
（
公
社
）
国
土

緑
化
推
進
機
構
等
は
、
２
０
１
８
、
２
０
１

９
年
度
に
、
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
、
高

付
加
価
値
型
の
森
林
空
間
利
用
を
産
業
と
し
て

成
立
さ
せ
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
、「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
の
展
開
方
向
に
関

す
る
報
告
書
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

報
告
書
を
踏
ま
え
て
、
林
野
庁
で
は
、「
森

林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
の
展
開
に
向
け
て
、
現

地
で
の
エ
ビ
デ
ン
ス
収
集
、
森
林
サ
ー
ビ
ス

産
業
に
取
り
組
む
山
村
地
域
に
関
す
る
情
報

発
信
、
企
業
と
山
村
地
域
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
と
は

林
野
庁
で
は
、（
公
社
）
国
土
緑
化
推
進
機

構
と
連
携
し
な
が
ら
、
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業

に
取
り
組
む
山
村
地
域
を
「
森
林
サ
ー
ビ
ス

産
業
推
進
地
域
」
と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
１
月
末
現
在
で
、
全
国
の
50
地

域
を
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

既
に
26
地
域
で
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
提

供
が
始
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
20
地
域
は
、

森
林
セ
ラ
ピ
ー
Ⓡ

、
ク
ア
オ
ル
ト
Ⓡ  

健
康

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
等
の
健
康
分
野
、
18
地
域
は

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
Ⓡ

等
の
観
光
分
野
、
21
地
域
は

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
や
森
林
環
境
教
育
な

ど
教
育
分
野
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
は
、
複
数

分
野
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
健
康
分
野
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
合
わ
せ
て
、
宿
泊
施
設
が
癒
し
を
意
識
し

た
宿
泊
プ
ラ
ン
を
提
供
し
、
飲
食
店
が
地
産

地
消
の
食
材
を
用
い
た
弁
当
を
販
売
す
る
な

ど
、
複
数
の
事
業
者
が
連
携
す
る
地
域
も
み

ら
れ
ま
す
。

　

次
に
、
健
康
分
野
、
観
光
分
野
、
教
育
分

野
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
特
徴
的
な
地

域
を
紹
介
し
ま
す
。

森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
推
進
地
域

新
た
な
森
林
空
間
利
用
の
意
義
や

推
進
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、

本
誌
２
０
２
０
年
９
月
号
で
、

詳
し
く
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
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長
野
県
信
濃
町
地
域
は
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
Ⓡ

を
提
供
す
る
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
」
の
認

定
を
受
け
て
お
り
、「
癒
し
の
森
Ⓡ

事
業
」
と

し
て
、
町
独
自
で
育
成
・
認
定
し
た
「
森
林

メ
デ
ィ
カ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
」
や
「
癒
し
の
森

の
宿
」
が
、
森
林
の
癒
し
効
果
を
高
め
る
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
地
元
食
材
を
使
っ
た
食
事

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
関
係

団
体
が
連
携
し
て
、
顧
客
窓
口
と
な
る
「
し

な
の
町W

oods-Life Com
m
unity

」
を

設
立
し
て
、
企
業
の
社
員
研
修
や
福
利
厚
生

等
の
受
け
入
れ
を
進
め
て
い
ま
す
。
２
０
２

３
年
12
月
現
在
で
、
39
の
企
業
等
と
協
定
を

締
結
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
に
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
の
協
働
に
よ
り
、
法
人
向
け
の
貸
し
切

り
型
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
施
設
「
信
濃
町
ノ
マ

ド
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」
を
オ
ー
プ
ン
し
て
、

自
然
の
中
で
も
都
会
と
同
様
に
仕
事
を
で
き

る
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

社
員
の
健
康
づ
く
り
（
健
康
分
野
）

　

神
奈
川
県
小
田
原
市
地
域
で
は
、
株
式
会
社

T-Forestry

が
中
心
と
な
り
、「O

D
A
W
A
RA
 

FO
REST BA

SE

」
と
し
て
、
森
の
中
を
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
で
走
行
す
る
フ
ォ
レ
ス
ト
バ

イ
ク
、
樹
齢
３
０
０
年
の
ス
ギ
の
大
木
が
点

在
す
る
森
の
中
で
冒
険
・
展
望
が
味
わ
え
る

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
Ⓡ

、
キ
ャ
ン
プ

場
や
Ｂ
Ｂ
Ｑ
場
等
が
あ
る
「
い
こ
い
の
森
」

な
ど
、
多
様
な
ネ
イ
チ
ャ
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

多
様
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
提
供（
観
光
分
野
）

写真提供：長野県信濃町地域写真提供：同右写真提供：神奈川県小田原市地域

滝の前で深呼吸信濃町ノマドワークセンターフォレストバイク
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施
設
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
同
社
は
、
江
戸

時
代
か
ら
続
く
林
家
で
あ
る
「
辻
村
農
園
・

山
林
」
が
、
自
社
が
所
有
す
る
森
林
を
多
様

に
活
用
す
る
た
め
、
設
立
し
た
企
業
で
す
。

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
Ⓡ

に
は
年
間

１
５
，０
０
０
人
、
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
イ
ク
に

は
年
間
５
，０
０
０
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

群
馬
県
長
野
原
町
地
域
に
あ
る
「
有
限
会

社
き
た
も
っ
く
」
は
、
年
間
宿
泊
者
数
10
万

人
に
上
る
日
本
有
数
の
キ
ャ
ン
プ
場
「
北
軽

井
沢
ス
イ
ー
ト
グ
ラ
ス
」
を
運
営
し
て
い
ま

す
。
同
社
は
、
１
９
９
４
年
に
浅
間
山
麓
の

荒
地
に
木
を
植
え
て
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
経
営

を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
社
員
の
通
年

雇
用
・
キ
ャ
ン
プ
場
の
冬
期
営
業
の
た
め
に

コ
テ
ー
ジ
に
薪
ス
ト
ー
ブ
を
設
置
し
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
薪
ス
ト
ー
ブ
施
工
販
売
や

薪
製
造
を
開
始
し
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
に

キ
ャ
ン
プ
場
経
営
か
ら
企
業
研
修
へ（
教
育
分
野
）

は
、
地
域
の
薪
炭
林
２
４
０
ha
を
取
得
し
て

林
業
経
営
も
始
め
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
に
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
経
営
で

の
経
験
を
活
か
し
て
、企
業
向
け
宿
泊
型
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
施
設
「
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
」
を

開
設
し
ま
し
た
。
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
で
は
、

薪
ス
ト
ー
ブ
や
焚
き
火
を
囲
ん
で
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
協
働
作
業
と
し
て
の
か
ま
ど
で

の
炊
事
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
と
も

に
、同
社
の
六
次
産
業
化
事
業
の
現
場
ツ
ア
ー

も
受
講
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
社
員
研
修

の
場
、
社
内
の
人
間
関
係
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
内
容
を
深
め
る
場
等
と
し
て
企
業
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

ＴＡＫＩＶＩＶＡ

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
森
で
の
取
組
は
、「
社
員
を
大
切
に

す
る
企
業
」
と
し
て
の
企
業
イ
メ
ー
ジ
形
成

を
通
じ
て
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
に
つ
な
が

る
と
と
も
に
、
オ
フ
ィ
ス
で
は
得
ら
れ
な
か
っ

た
新
た
な
視
点
や
発
想
の
気
づ
き
に
も
つ
な

が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
山
村
の
活

性
化
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
に
も
つ
な
が
り
、

社
員
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
実
現
と
社
会
的

な
貢
献
を
同
時
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
に
、
保
健
指
導
や
社
員
研
修
、
福
利
厚

生
に
森
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
て
い
る

企
業
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
の
大
き
な
需
要
先

の
１
つ
が
企
業
で
す
。
企
業
は
、
森
で
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
り
、
社
員
の
健
康
づ
く
り
や
、

企
業
に
よ
る
森
で
の
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
活
用

　

太
陽
生
命
保
険
株
式
会
社
は
、
２
０
１
６

年
に
、
ク
ア
オ
ル
ト
Ⓡ
（
療
養
地
）
に
よ
る
地

域
振
興
に
取
り
組
む
山
形
県
上
山
市
と
連
携

協
定
を
締
結
し
て
、
同
市
で
生
活
習
慣
病
リ

ス
ク
の
高
い
従
業
員
に
対
す
る
宿
泊
型
新
保

健
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

保
健
指
導
に
は
、
通
常
の
健
康
講
話
等
に

加
え
、
森
で
の「
ク
ア
オ
ル
ト
Ⓡ

健
康
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
」
や
地
産
地
消
の
料
理
を
組
み
込
ん

で
い
ま
す
。
日
常
の
行
動
変
容
を
促
す
た
め
、

宿
泊
指
導
後
も
、
上
山
市
の
専
門
家
が
電
話

等
で
６
ヵ
月
間
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
参
加
者
の
体
重
や
腹
囲
が
減

少
す
る
な
ど
、
生
活
習
慣
病
リ
ス
ク
の
低
減

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
社
員
か
ら
は
、

「
自
然
豊
か
な
環
境
下
で
自
分
の
健
康
を
見
つ

で
い
ま
す
。
日
常
の
行
動
変
容
を
促
す
た
め
、

宿
泊
指
導
後
も
、
上
山
市
の
専
門
家
が
電
話

等
で
６
ヵ
月
間
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
体
重
や
腹
囲
が
減

生
活
習
慣
病
リ
ス
ク
の
低
減

参
加
し
た
社
員
か
ら
は
、

「
自
然
豊
か
な
環
境
下
で
自
分
の
健
康
を
見
つ

宿
泊
型
保
健
指
導
に
森
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用

写真提供：群馬県長野原町地域

現場ツアー

写真提供：同上

脂質・血圧・血糖値・腹囲等に基づき、生活習慣病リスクが高い職員等を選定。
健康ウオーキング参加後、行動目標の実施状況や体重、腹囲を６か月間管理し生活習慣病を予防。
目標達成に向け、電話等で６か月間サポートを実施。

健康プログラム、体重等の変化
め
直
す
機
会
を
得
た
」「
主
食
・
主
菜
・
副
菜

の
揃
っ
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
摂
る
こ
と

の
大
切
さ
や
運
動
指
導
等
を
学
び
、
大
変
有

意
義
で
あ
っ
た
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

出典）太陽生命保険株式会社資料
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Ｉ
Ｔ
企
業
の
ア
ル
フ
ァ
テ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

は
、社
員
の
交
流
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
目
的
に
、

長
野
県
小
海
町
で
社
員
研
修
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
社
員
は
、
滞
在
中
、
町
が
独
自
に
認
定
し

て
い
る
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
案
内
に
よ
り
、
豊
か
な

森
林
が
広
が
る
自
然
の
中
で
五
感
を
開
く
セ
ラ

ピ
ー
ウ
ォ
ー
ク
を
行
う
と
と
も
に
、
町
職
員
と

の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
焚
き
火
を
囲
ん
だ
仲

間
と
の
交
流
も
行
っ
て
い
ま
す
。
研
修
以
外
に
、

若
手
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
経
営

方
針
発
表
会
な
ど
で
も
小
海
町
を
会
場
と
し
て

活
用
し
て
い
ま
す
。
既
に
社
員
の
半
分
以
上
が

小
海
町
を
訪
問
し
て
お
り
、
社
員
共
通
の
話
題

が
で
き
た
こ
と
で
仲
間
意
識
の
醸
成
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

森
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
社
員
交
流

　

森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、

個
人
や
企
業
等
で
す
が
、
今
後
は
、
海
外

か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
拡
大
も
期

待
で
き
ま
す
。
特
に
、
海
外
で
は
、
最
近
、

Shinrin-yoku

やFo
rest B

ath
in
g

と
し

て
、
日
本
発
祥
の
「
森
林
浴
」
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
は
、「
一
般
社
団
法
人
森
と

未
来
」
が
、
米
国
の
森
林
浴
ガ
イ
ド
育
成
団

体
と
連
携
し
て
、
日
本
で
の
森
林
浴
ツ
ア
ー

を
実
施
し
ま
し
た
。
同
ツ
ア
ー
に
は
、
７
カ

国
か
ら
23
名
が
参
加
し
、
日
本
の
森
や
木
の

文
化
を
学
び
つ
つ
、
長
野
県
上
松
町
「
赤
沢

自
然
休
養
林
」
や
東
京
都
奥
多
摩
町
「
登
計

ト
レ
イ
ル
」
で
の
森
林
浴
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
日
本
の
森
は
と
て
も
美
し

く
、赤
沢
の
ヒ
ノ
キ
の
香
り
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
」

「
日
本
人
と
森
の
文
化
は
と
て
も
奥
深
く
、も
っ
と

学
ん
で
み
た
い
」
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
可
能
性

　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｎ
グ
ル
ー
プ
健
康
保
険
組
合

は
、
健
康
保
険
加
入
者
の
健
康
づ
く
り
や
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
予
防
と
し
て
、
加
入
事
業
所

が
研
修
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
で
森
林
セ

ラ
ピ
ー
Ⓡ

を
実
施
す
る
場
合
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー

基
地
等
の
受
入
側
と
の
調
整
や
費
用
補
助
等

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
加
入
者
が
森
林
セ
ラ
ピ
ー
Ⓡ

を
利
用

し
や
す
い
よ
う
、
長
野
県
信
濃
町
、
小
海
町
、

木
曽
町
、
兵
庫
県
宍
粟
市
等
に
あ
る
保
養
施

設
等
と
利
用
契
約
を
締
結
し
て
お
り
、
加
入

者
が
森
林
セ
ラ
ピ
ー
Ⓡ

や
宿
泊
の
利
用
を
す

る
場
合
、
費
用
の
一
部
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
か
ら
は
、「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
Ⓡ

を
体
験

し
て
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
で
き
た
」
等

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
予
防

　

林
野
庁
で
は
、昨
年
10
月
か
ら
、「
森
林
サ
ー

ビ
ス
産
業
推
進
地
域
」
に
登
録
さ
れ
た
各
地

域
に
つ
い
て
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
近
隣
施

設
等
の
特
徴
を
と
り
ま
と
め
た
紹
介
シ
ー
ト

を
作
成
し
、
順
次
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
他
省
庁
事
業
も
含
め
て
森
林
サ
ー

ビ
ス
産
業
の
推
進
に
活
用
可
能
な
補
助
事
業

を
と
り
ま
と
め
た
一
覧
表
を
作
成
し
、
活
用

事
例
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
７
日
に
は
、
東
京
都
内
に
お
い
て
、

推
進
地
域
の
関
係
者
や
森
で
の
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
活
用
に
関
心
の
あ
る
企
業
等
を
対
象

と
し
た
「
山
村
と
企
業
を
つ
な
ぐ
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
催
し
、
同
地
域
と
企
業
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
機
会
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
企
業
に
対
し
て
、
森
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
活
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

ヒ
ア
リ
ン
グ
も
行
っ
て
い
ま
す
（
今
年
度
末

に
結
果
を
公
表
予
定
）。

　

林
野
庁
で
は
、
今
後
も
、
積
極
的
な
情
報

発
信
等
を
通
じ
、
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
普

及
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、

個
人
や
企
業
等
で
す
が
、
今
後
は
、
海
外

か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
拡
大
も
期

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
可
能
性

　

林
野
庁
で
は
、昨
年
10
月
か
ら
、「
森
林
サ
ー

ビ
ス
産
業
推
進
地
域
」
に
登
録
さ
れ
た
各
地

林
野
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
創
出
・

推
進
」

写真提供：アルファテックス株式会社

写真提供：ＴＯＰＰＡＮグループ健康保険組合

セラピーウォーク

森林セラピーⓇ

写真提供：（一社）森と未来

森林浴ツアー

森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
拡
大

に
向
け
た
林
野
庁
の
取
組
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里
山
林
の
整
備
と
保
全
の
取
組
を

　
　
　
　

交
付
金
で
支
援
し
て
い
ま
す

TOPICS

01
　

森
林
・
山
村
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
交
付

金
は
、
各
地
で
十
分
な
管
理
が
行
わ
れ
な
く

な
っ
た
里
山
林
の
保
全
活
動
を
行
う
「
活
動

組
織
」（
地
域
住
民
や
地
域
外
関
係
者
等
に

よ
る
３
名
以
上
で
構
成
）
の
取
組
を
支
援
す

る
補
助
金
で
、
平
成
25
年
度
か
ら
支
援
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

本
交
付
金
で
は
、「
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
」

と
し
て
、

❶　

里
山
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
活
動

（
里
山
林
保
全
活
動
）

最
大
12
万
円
／
ha

❷

侵
入
竹
の
伐
採
・
除
去
活
動
（
竹
林

　

整
備
活
動
）　
　

最
大
28
・
５
万
円
／
ha

❸　

シ
イ
タ
ケ
原
木
な
ど
と
し
て
利
用
す
る

　

た
め
の
伐
採
活
動（
森
林
資
源
利
用
活
動
）

　

最
大
12
万
円
／
ha

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、「
サ
イ
ド
メ
ニ
ュ
ー
」

と
し
て
、

❹　

路
網
や
歩
道
の
補
修
・
機
能
強
化
、
鳥

　

獣
被
害
防
止
施
設
の
改
良
・
補
修
（
森
林

　

機
能
強
化
）　
　
　

最
大
８
０
０
円
／
ｍ

❺

地
域
外
関
係
者
と
の
活
動
内
容
の
調
整
、

　

地
域
外
関
係
者
受
け
入
れ
の
た
め
の
環
境

交
付
金
の
概
要

　

本
交
付
金
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
10
年
間
で
、

延
べ
約
１
万
３
千
の
団
体
が
、
延
べ
約
７
万

ha
の
里
山
林
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
は
１
，１
０
９
団
体
が
本
交

付
金
を
活
用
し
、
こ
の
う
ち
里
山
林
保
全
活

動
に
６
９
５
団
体
（
63
％
）
が
３
，７
７
７

ha
、竹
林
整
備
活
動
に
４
３
４
団
体
（
39
％
）

が
７
０
２
ha
、
森
林
資
源
利
用
活
動
に
２
７

こ
れ
ま
で
の
成
果

森
林
・
山
村
多
面
的
機
能
発
揮

対
策
交
付
金
の
詳
細
は
こ
ち
ら

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp
/j/sanson/tam

enteki.htm
l

　

整
備
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
必
要
と
な
る
森

林
調
査
・
見
回
り
等
（
関
係
人
口
創
出
）

　

最
大
５
万
円
／  

年

❻　

機
材
及
び
資
材
の
整
備

も
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

国
か
ら
の
交
付
金
は
、
各
都
道
府
県
に
設

置
さ
れ
て
い
る
「
地
域
協
議
会
」
を
通
じ
て
、

各
活
動
組
織
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

８
団
体（
25
％
）が
１
，１
６
４
ha
、
合
計
５
，

６
４
２
ha
の
森
林
整
備
に
取
り
組
み
ま
し
た

（
団
体
数
に
は
重
複
あ
り
）。

　

都
道
府
県
別
に
見
る
と
、
熊
本
県
（
94
団

体
）、
岩
手
県
（
85
団
体
）、
北
海
道
（
73

団
体
）、
新
潟
県
（
64
団
体
）、
栃
木
県
、
兵

庫
県
、
長
崎
県
（
各
53
団
体
）
で
、
特
に
多

く
の
活
動
組
織
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
組
織
の
構
成
員
数
は
平
均
19
名
で
、

10
名
以
下
の
活
動
組
織
が
50
％
を
占
め
て
お

り
、
少
人
数
で
の
活
動
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
年
齢
層
は
60
代
が
最
も
多
く
、

活
動
組
織
の
高
齢
化
が
う
か
が
え
ま
す
。
一

方
、
令
和
３
年
度
か
ら
サ
イ
ド
メ
ニ
ュ
ー
に

追
加
し
た
「
関
係
人
口
創
出
」
に
は
75
団
体

が
取
り
組
ん
で
お
り
、
地
域
を
超
え
た
活
動

が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

本
交
付
金
事
業
の
成
果
と
し
て
、
森
林
の

適
切
な
手
入
れ
に
よ
り
、
森
林
の
有
す
る
多

面
的
機
能
の
持
続
的
な
発
揮
が
確
保
さ
れ
る

の
み
な
ら
ず
、
各
地
域
で
は
、
森
林
景
観
の

改
善
や
、
構
成
員
の
増
加
、
若
い
世
代
を
含

む
幅
広
い
年
齢
層
の
参
加
な
ど
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
・
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
成
果
等
は
こ
ち
ら

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp
/j/sanson/attach/pdf/tam

en
teki-38.pdf
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昨
年
は
、
多
く
の
ク
マ
が
集
落
に
出
没
し

た
こ
と
も
あ
り
、
里
山
林
の
管
理
に
対
す
る

関
心
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
本
交
付
金
は
、

獣
害
防
止
を
目
的
と
す
る
森
林
整
備
活
動
に

も
活
用
可
能
で
す
。
ご
関
心
の
あ
る
方
は
、

地
元
の
地
域
協
議
会
又
は
林
野
庁
ま
で
、
お

気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

終
わ
り
に

（
３
）
自
伐
型
林
業
に
よ
る
森
林
整
備

　

群
馬
県
み
な
か
み
町
の
「
リ
ン
カ
ー
ズ
」

は
、
自
伐
型
林
業
に
よ
っ
て
森
林
整
備
を
進

め
て
お
り
、
間
伐
や
竹
林
整
備
に
交
付
金
を

活
用
し
、
令
和
４
年
度
に
は
、
５
・
７
ha
の

森
林
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
（
交
付
金
額
：

６
２
７
千
円
）。

　

活
動
の
結
果
、
地
元
み
な
か
み
町
と
も
連

携
し
、
薪
な
ど
を
生
産
す
る
ほ
か
、
町
が
家

具
メ
ー
カ
ー
と
業
務
提
携
す
る
こ
と
に
よ
り

広
葉
樹
材
を
販
売
す
る
な
ど
、
森
林
資
源
の

利
用
が
進
み
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

交
付
金
の
活
用
事
例

雑草木刈払い

林内作業車で丸太の搬出

支援した機械で薪づくり

明るい里山 竹林整備後

活
動
事
例
集
は
こ
ち
ら

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp
/j/sanson/attach/pdf/tam

en
teki-36.pdf

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
森
林
内
の
ハ
イ
キ
ン
グ

道
に
は
地
域
内
外
か
ら
多
く
の
来
訪
者
が
あ

り
、地
域
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）
整
備
し
た
竹
林
で
タ
ケ
ノ
コ
生
産

　

熊
本
県
多
良
木
町
の
「
多
良
木
町
放
置
竹

林
再
生
協
議
会
」
で
は
、
放
置
竹
林
の
整
備

に
交
付
金
を
活
用
し
、
令
和
４
年
度
に
は
、

７
・
２
ha
の
竹
林
整
備
を
実
施
し
ま
し
た（
交

付
金
額
：
１
，７
６
４
千
円
）。

　

活
動
の
結
果
、
持
続
可
能
な
竹
林
管
理
を

実
現
し
、安
定
し
た
タ
ケ
ノ
コ
生
産
に
よ
り
、

多
良
木
町
の
知
名
度
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
タ
ケ
ノ
コ
生
産
で
収
穫

時
期
が
ず
れ
て
伸
び
き
っ
た
幼
竹
は
「
多
良

木
メ
ン
マ
」
の
材
料
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

令
和
３
、
４
年
度
の
活
動
実
績
か
ら
、
代

表
的
な
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

（
１
）
明
る
い
里
山
で
ハ
イ
キ
ン
グ

　

神
奈
川
県
葉
山
町
の
「
阿
部
倉
山
の
森
保

全
の
会
」
で
は
、
サ
サ
や
灌
木
の
刈
払
い
、

台
風
被
害
木
の
処
理
、
疎
開
部
分
へ
の
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
、
カ
エ
デ
な
ど
の
広
葉
樹
の
植
栽
に

交
付
金
を
活
用
し
、
令
和
３
年
度
に
は
、
３
・

１
ha
の
森
林
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
（
交
付

金
額
：
３
４
１
千
円
）。

　

活
動
の
結
果
、
そ
れ
ま
で
暗
く
荒
廃
し
て

い
た
森
林
の
景
観
が
改
善
さ
れ
、
明
る
く
安

全
な
里
山
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
ま
た
、

毎
年
度
の
植
樹
会
は
地
方
紙
等
を
通
じ
て
紹

介
さ
れ
、
地
域
住
民
の
理
解
に
つ
な
が
っ
て

か
ん
ぼ
く
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「
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る
基
本
計
画
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
策
定
に
つ
い
て

TOPICS

02
　
「
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る
基
本

計
画
」（
以
下
「
管
理
経
営
基
本
計
画
」）
は
、

国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る
基
本
方
針

等
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、「
国
有
林
野
の

管
理
経
営
に
関
す
る
法
律
」
第
４
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
農
林
水
産
大
臣
が
５
年
ご
と
に

定
め
る
10
年
を
１
期
と
す
る
計
画
で
す
。

　

令
和
６
年
４
月
を
始
期
と
す
る
新
た
な
管

理
経
営
基
本
計
画
に
つ
い
て
、
林
政
審
議
会

で
の
３
回
に
わ
た
る
議
論
を
経
て
令
和
５
年

12
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
管
理
経
営
基
本
計
画
に
お
い
て

は
、
国
有
林
野
の
公
益
重
視
の
管
理
経
営
を

一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
組
織
・
技

術
力
・
資
源
を
活
用
し
て
森
林
・
林
業
施
策

全
体
の
推
進
に
貢
献
す
る
こ
と
と
し
て
、
次

の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
管
理
経
営
基
本
計
画
が

策
定
さ
れ
ま
し
た

新たな計画の主な追加事項 ・
国
有
林
野
を
重
視
す
べ
き
機
能
に
応
じ
５
タ
イ
プ
に
区
分
し
、

公
益
林
と
し
て
管
理
経
営

・
森
林
・
林
業
基
本
計
画
に
基
づ
く
複
層
林
化
等
を
先
導
的
に
推
進

・
原
生
的
な
天
然
林
等
を
保
護
林
と
し
て
保
護
・
管
理

・
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
捕
獲
等
に
よ
る
鳥
獣
被
害
対
策

・
森
林
吸
収
量
の
確
保
・

強
化
に
向
け
た
エ
リ
ー

　

ト
ツ
リ
ー
等
に
よ
る

成
長
の
旺
盛
な
若
い

森
林
の
造
成

・
花
粉
症
対
策
の
加
速
化

・
国
土
強
靱
化
基
本
計
画

に
基
づ
く
治
山
対
策

・
30
ｂ
ｙ
30
目
標
の
達
成

に
向
け
た
生
物
多
様
性

保
全
の
取
組

公
益
重
視
の
管
理
経
営
の
一
層
の
推
進

育成複層林流木捕捉式治山ダム工

成長のよい特定苗木
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な
お
、
管
理
経
営
基
本
計
画
に
基
づ
く

取
組
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
国
有
林
野

の
管
理
経
営
に
関
す
る
基
本
計
画
の
実
施

状
況
」
と
し
て
、
毎
年
、
林
野
庁
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
の
各
森
林
管
理
局

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
て

様
々
な
取
組
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
覧
い
た
だ
き
、
国
有
林
野
事
業
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る

基
本
計
画

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/
kokuyu_rinya/kanri_keiei/ki
h
on_keikaku.htm

l

国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る

基
本
計
画
の
実
施
状
況

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/
kokuyu_rinya/jissi/index.htm

l

新たな計画の主な追加事項 ・
林
業
の
省
力
化
や
低
コ
ス
ト
化
に
向

け
た
技
術
開
発
・
実
証
と
普
及

・
市
町
村
の
森
林
・
林
業
行
政
に
対
す
る

技
術
支
援

・
持
続
的
か
つ
計
画
的
な
木
材
の
供
給

に
よ
り
森
林
・
林
業
基
本
計
画
に
掲

げ
る
国
産
材
供
給
量
の
拡
大
に
貢
献

・
木
材
需
給
急
変
時
の
供
給
調
整
機
能

の
円
滑
な
発
揮

・
特
に
効
率
的
な
施
業
を
推
進
す
る
森
林
を
設
定
し
、「
新
し
い
林

業
」
の
実
現
に
向
け
た
効
率
的
な
施
業
を
分
か
り
や
す
く
推
進

・
そ
の
成
果
の
現
地
検
討
会
や
Ｈ
Ｐ
で
の
公
表
を
通
じ
て
民
有

林
に
普
及

・
複
数
年
契
約
や
樹
木
採
取
権
制
度
等
を
活
用
し
た
林
業
事
業

体
等
の
育
成

市町村職員に対する技術支援

新たな計画の主な追加事項 ・
公
用
・
公
共
用
、
公
衆

の
保
健
等
の
た
め
の
国

有
林
野
の
貸
付
け
等
を

適
切
に
実
施

・
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
や
ド
ロ
ー
ン

等
を
活
用
し
た
業
務
の

効
率
化

・
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興
へ
の
貢
献

・
国
土
保
全
等
へ
の
配
慮
と
地
域
の
意
向
を
踏
ま

え
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
へ
の

適
切
な
貸
付
け
等

・
相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度
へ
の
対
応

ドローンを活用した被災状況調査

森
林
・
林
業
施
策
全
体
の
推
進
へ
の
貢
献

そ
の
他

樹木採取区における伐採

現地検討会

地熱発電事業

国庫に帰属した森林
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協
定
に
基
づ
く
構
想
の
概
要

2
協
定
に
基
づ
く
取
組

3

中
高
層
・
大
規
模
木
造
耐
火
建
築
の
普
及
を
推
進

日
本
木
造
耐
火
建
築
協
会

森林を活かす
都市の木造化

も 　 り

ま 　 ち

協
定
締
結
の
検
討
経
緯

1２
０
１
４
年
に
設
立
さ
れ
、
２
０
１
６
年

に
一
般
社
団
法
人
化
し
た
日
本
木
造
耐
火
建

築
協
会
は
、「
木
を
現
し
た
木
質
耐
火
部
材
」

を
使
用
し
た
中
高
層
・
大
規
模
木
造
耐
火
建

築
の
普
及
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
見
学
会
や

セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
よ
っ
て
、
全
国
に
木
造
耐

火
建
築
の
最
新
事
例
や
技
術
を
紹
介
し
て
き

ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
に
は
、
協
会
が
国
土
交
通
大

臣
認
定
を
取
得
し
た
１
・
２
・
３
時
間
耐
火

構
造
を
会
員
が
施
工
で
き
る
よ
う
「
木
質
耐

火
部
材
を
用
い
た
木
造
耐
火
建
築
物
設
計
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
発
刊
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
講
習

会
を
通
じ
て
、
そ
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
多
く
の
企
業
・
団
体
の
ご
理
解
を
い
た

だ
き
、
現
在
、
会
員
数
は
５
２
０
を
超
え
て

い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
10
月
に
都
市
の
木
造
化
推
進

法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
木
造
建

築
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
目
指
す
た
め
、
２
０

２
２
年
５
月
に
農
林
水
産
省
・
国
土
交
通
省

と
の
三
者
に
よ
る
「
中
高
層
・
大
規
模
耐
火

木
造
建
築
の
普
及
に
関
す
る
建
築
物
木
材
利

用
促
進
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
次
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
。

❶　

木
質
耐
火
部
材
を
用
い
た
中
高
層
・
大

　

規
模
木
造
耐
火
建
築
の
普
及
促
進

❷

設
計
・
施
工
の
知
見
を
普
及
す
る
た
め

　

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
と
講
習
会
の
開
催

❸

中
高
層
・
大
規
模
木
造
耐
火
建
築
の

　

木
質
耐
火
部
材
を
用
い
た
中
高
層
・
大
規

模
木
造
耐
火
建
築
の
普
及
に
よ
る
都
市
の
木

造
化
を
推
進
し
、
木
造
建
築
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
広
げ
、
国
産
材
の
需
要
を
拡
大
す
る
こ
と

で
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
等
に
貢
献
す
る
こ
と
を
構
想
し
て
い

ま
す
。
都
市
部
に
木
造
ビ
ル
が
増
え
る
こ
と

で
、
民
間
需
要
が
喚
起
さ
れ
、
木
材
需
要
が

一
段
と
拡
大
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
３
年
10
月
に
施
行
さ
れ
た
都
市
の
木
造
化
推
進
法
で
は
、「
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
」

制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
国
と
協
定
を
締
結
し
た
企
業
等
の
協
定
に
基
づ
く
取
組
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
10
月
に
施
行
さ
れ
た
都
市
の
木
造
化
推
進
法
で
は
、「
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
」

制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
国
と
協
定
を
締
結
し
た
企
業
等
の
協
定
に
基
づ
く
取
組
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

主な実績表

シリーズ
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今
後
の
抱
負

4２
０
２
４
年
２
月
に
は
「
豊
洲　

千
客
万

来
」
が
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
、
３
月
に
完
成
見

学
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
予
定
で
す
。
豊
洲
市
場

に
隣
接
す
る
こ
の
商
業
施
設
は
、
温
浴
棟
（
鉄

骨
造
９
階
建
て
）
と
、
江
戸
の
街
並
み
を
再

現
し
た
食
楽
棟
（
鉄
骨
造
＋
木
造
３
階
建
て
）

か
ら
な
り
ま
す
。
食
楽
棟
の
木
造
部
分
に
は
、

当
協
会
の
大
臣
認
定
さ
れ
た
１
時
間
耐
火
構

造
が
使
用
さ
れ
、
木
を
現
し
た
仕
上
が
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。
大
阪
市
で
は
、
都
市
木
造

マ
ン
シ
ョ
ン
「（
仮
称
）
都
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
進
行
中
で
す
。
１
〜
３
階
を
鉄
骨
造
、
４

〜
８
階
を
木
造
と
し
、
当
協
会
の
大
臣
認
定

を
使
用
し
た
１
、
２
時
間
耐
火
構
造
と
し
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
、こ
れ
ら
注
目
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
情
報
発
信
を
行
い
、
中
高
層
・
大
規

模
木
造
耐
火
建
築
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

　

都
市
の
木
造
化
推
進
法
の
施
行
に
よ
り
中

高
層
・
大
規
模
木
造
耐
火
建
築
の
事
例
は
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
運
を
さ
ら
に
高
め

る
た
め
に
も
、
協
定
制
度
を
通
じ
て
各
社
が

取
組
を
実
行
し
、
行
政
に
よ
る
支
援
や
情
報

発
信
が
あ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

当
協
会
で
も
引
き
続
き
官
民
と
連
携
し
な
が

ら
、
木
材
利
用
の
さ
ら
な
る
拡
大
に
貢
献
し
、

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
寄
与
し
て
ま
い
り

ま
す
。

協
定
制
度
へ
の
期
待

5

　

事
例
紹
介
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
と
、
木
材
利

　

用
の
優
良
建
築
事
例
に
関
す
る
情
報
発
信

❹　

合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
の

促
進
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
合
法

　

伐
採
木
材
等
の
利
用
促
進
等

　

近
年
で
は
、
７
階
建
て
純
木
造
ビ
ル
「
髙

惣
木
工
ビ
ル
」（
仙
台
市
、
２
０
２
１
年
）、

11
階
建
て
純
木
造
ビ
ル
「
Ｐ
ｏ
ｒ
ｔ　

Ｐ
ｌ
ｕ

ｓ
」（
横
浜
市
、
２
０
２
２
年
）、
12
階
建
て

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
木
造
ビ
ル
「
銀
座
髙
木
ビ
ル
」

（
東
京
都
、
２
０
２
３
年
）

な
ど
、
20
棟
以
上
で
当
協

会
の
大
臣
認
定
さ
れ
た
耐
火

構
造
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
講
習
会
は
、

全
国
か
ら
受
講
し
や
す
い
よ

う
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
と
し
、

累
計
６
０
０
名
が
受
講
し
ま

し
た
。
よ
り
多
く
の
建
築
物

へ
知
見
が
活
用
で
き
る
よ

う
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
随
時
改

定
版
の
発
行
や
大
臣
認
定
の

追
加
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
に
は
、
10

階
建
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
木

造
ビ
ル
「
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
」

（
東
京
都
）
完
成
見
学
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
５
０
０
名

超
が
参
加
し
ま
し
た
。
他

に
も
、「
中
高
層
ビ
ル
等
へ

の
木
材
活
用
推
進
オ
ン
ラ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
」
を
配
信
す
る

な
ど
、
全
国
に
向
け
て
情
報

発
信
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

豊洲 千客万来

（仮称）都島プロジェクト
　提供：ビルディングランドスケープ

豊
洲
千
客
万
来　

公
式
Ｈ
Ｐ

https://w
w
w
.toyosu-senkyak

ubanrai.jp/

ＫＩＴＯＫＩ 銀座髙木ビル Ｐｏｒｔ Ｐｌｕｓ（撮影：(株)エスエス 走出 直道）
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長
走
風
穴
種
子
貯
蔵
庫
遺
構
は
、
日
本
三

大
美
林
の
ひ
と
つ
秋
田
ス
ギ
で
有
名
な
矢
立

峠
風
景
林
か
ら
数
㎞
南
の
国
見
山
（
４
５
４

ｍ
）
の
西
麓
に
あ
り
ま
す
。
夏
季
に
冷
気
が

崖
錐
斜
面
の
隙
間
か
ら
し
み
出
す
た
め
、
標

高
が
２
０
０
ｍ
程
度
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
コ
ケ
モ
モ
な
ど
の
高
山
植
物
が
分
布
し
て

お
り
、
こ
の
一
帯
は
「
長
走
風
穴
高
山
植
物

群
落
」
と
し
て
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
明
治
末
か
ら
風
穴
を
利
用
し

た
冷
蔵
倉
庫
が
こ
の
地
に
建
設
さ
れ
、
津
軽

リ
ン
ゴ
や
蚕
種
な
ど
が
貯
蔵
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
た
び
、
ス
ギ
等
の
種
子
が
林
業
用

と
し
て
貯
蔵
さ
れ
て
き
た
歴
史
が
詳
し
く
わ

か
り
、
林
業
遺
産
と
し
て
認
定
、
登
録
さ
れ

ま
し
た
の
で
そ
の
概
略
を
紹
介
し
ま
す
。

　

風
穴
は
も
と
も
と
蚕
種
貯
蔵
用
と
し
て
全

国
で
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
林
業

利
用
と
し
て
は
白
沢
保
美
博
士
（
林
学
会
（
現

森
林
学
会
）の
初
代
会
長
）が
１
９
１
０
年（
明

治
43
年
）
に
種
子
の
貯
蔵
を
提
唱
し
た
こ
と

が
始
ま
り
で
す
。
翌
年
に
高
知
県
の
白
髪
山

の
蚕
種
貯
蔵
風
穴
の
一
角
で
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ

の
種
子
貯
蔵
試
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
旧
農
林
省
山
林
局
秋
田
大
林
区
署
は
、

矢
立
村
で
15
㎡
の
村
有
地
を
借
り
受
け
、
１

日本の林業遺産を知ろう！
日本森林学会による

大館市教育委員会　鳥潟 幸男
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史
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遺
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価
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長
走
風
穴
館
は
、
秋
田
県
大
館
市
教
育
委

員
会
が
管
理
す
る
施
設
の
一
つ
で
、
自
然
と

人
文
を
統
合
し
た
野
外
博
物
館（
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
）
で
す
。
長
走
風
穴
高
山
植
物
群
落

の
中
核
施
設
と
し
て
当
風
穴
館
が
あ
り
、
３

階
か
ら
外
に
出
る
と
、「
発
見
の
小
径
（
デ
ィ

ス
カ
バ
リ
ー
ト
レ
イ
ル
）」
と
呼
ば
れ
る
散
策

路
を
歩
き
な
が
ら
、
自
然
遺
産
（
高
山
植
物

群
落
や
風
穴
冷
気
）
や
産
業
遺
産
（
風
穴
冷

蔵
倉
庫
や
種
子
貯
蔵
庫
）
を
発
見
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
様
々
な
発
見
を
通
し
て
、
風

穴
を
取
り
巻
く
地
史
、
高
山
植
物
群
落
の
成

立
理
由
、
林
業
を
は
じ
め
と
す
る
風
穴
利
用

の
歴
史
的
背
景
な
ど
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
ょ

う
。
長
走
風
穴
の
種
子
貯
蔵
庫
遺
構
は
、
近

代
に
お
け
る
東
北
地
方
の
造
林
事
業
を
支
え

て
き
た
そ
の
歴
史
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

「
発
見
の
小
径
」
で
林
業
の

歴
史
に
思
い
を
馳
せ
る

９
１
２
年
（
明
治
45
年
）
に
林
業
専
用
の
種

子
貯
蔵
庫
を
建
造
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
記
録

と
し
て
確
認
さ
れ
る
林
業
専
用
の
も
の
と
し

て
は
国
内
初
と
な
る
も
の
で
す
。
ス
ギ
の
種

子
を
貯
蔵
し
て
発
芽
試
験
を
行
っ
た
結
果
、

良
好
な
成
績
を
収
め
、
以
後
、
風
穴
を
利
用

し
た
種
子
貯
蔵
が
各
地
に
広
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　

１
９
３
４
年
（
昭
和
９
年
）、
造
林
種
子
払

下
規
則
の
制
定
に
よ
る
民
有
林
へ
の
種
子
の

払
い
下
げ
の
開
始
に
伴
い
、
同
年
11
月
、
大

規
模
な
拡
張
工
事
が
行
わ
れ
、
種
子
貯
蔵
量

は
従
来
の
１
ト
ン
か
ら
２
・
５
ト
ン
に
増
加

し
、
種
子
５
・
８
㎏
入
り
の
貯
蔵
容
器
を
４
５

６
個
収
納
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
他

の
造
林
地
へ
の
供
給
用
の
種
子
貯
蔵
も
行
わ

れ
、
供
給
先
は
東
北
地
方
に
と
ど
ま
ら
ず
信

越
地
方
や
朝
鮮
半
島
に
ま
で
広
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
１
９
５
５
年
（
昭
和
30
年
）
に

は
山
形
県
に
電
気
式
冷
蔵
庫
で
あ
る
若
木
苗

畑
種
子
貯
蔵
庫
が
整
備
さ
れ
、
詳
細
な
時
期

は
不
明
で
す
が
長
走
風
穴
種
子
貯
蔵
庫
は

そ
の
役
目
を
終
え
ま
し
た
。

　

本
遺
構
は
国
内
最
初
の
林
業
専
用
の
種

子
冷
蔵
施
設
で
、
冷
蔵
機
能
を
有
し
た
ま

ま
貯
蔵
部
分
が
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
現
存
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
明
治
以
降
の
東

北
地
方
に
お
け
る
造
林
事
業
や
山
林
種
苗

事
業
の
歴
史
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
も

の
と
し
て
林
業
遺
産
と
し
て
の
価
値
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

長走風穴ガイドマップ

２号倉庫

こ
み
ち
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令
和
５
年
度

国
有
林
野
事
業
業
務
研
究
発
表
会

国有林野事業の取組

　

昨
年
11
月
30
日
、
林
野
庁
で
開
催
し
た
発

表
会
で
は
、「
森
林
技
術
部
門
」
９
課
題
、

「
森
林
ふ
れ
あ
い
・
地
域
連
携
部
門
」５
課
題
、

「
森
林
保
全
部
門
」
５
課
題
の
計
19
課
題
の

発
表
と
特
別
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、各
部
門
で
林
野
庁
長
官
賞
（
最

優
秀
賞
）
を
受
賞
し
た
３
つ
の
発
表
の
概
要

を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
全
て
の
発
表
の
要
旨
を
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

国
有
林
野
事
業
で
は
、
全
国
で
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
携
わ
る
林
野
庁
職
員
が
、
効
率
的
な
森
林
整
備
、
森
林
環
境

教
育
の
推
進
、
民
有
林
支
援
や
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
活
動
、
森
林
生
態
系
の
保
全
管
理
等
の
様
々
な
課
題
に
対
し
て
、
現
場
の
業
務

で
創
意
工
夫
を
実
践
・
考
察
し
た
成
果
を
広
く
発
信
・
普
及
す
る
と
と
も
に
、
組
織
全
体
で
共
有
し
て
今
後
の
業
務
の
改
善
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
、
業
務
研
究
発
表
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
発
表
会
で
は
、
国
有
林
野
事
業
に

携
わ
る
森
林
管
理
局
・
署
の
職
員
が
選

ぶ
業
務
研
究
大
賞
を
設
け
て
い
ま
す
。

森
林
技
術
部
門
で
は
「
各
署
で
で
き

る
！
林
道
事
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

実
践
〜
動
画
か
ら
生
成
し
た
三
次
元

点
群
の
利
用
〜
」、
森
林
ふ
れ
あ
い
・

地
域
連
携
部
門
で
は
「
地
域
住
民
に

認
知
さ
れ
る
国
有
林
を
目
指
し
て
〜

ビ
ジ
タ
ー
ス
ポ
ッ
ト
及
び
デ
ジ
タ
ル

森
林
浴
を
活
用
し
た
国
有
林
Ｐ
Ｒ

〜
」、
森
林
保
全
部
門
で
は
「
自
然
環

境
に
配
慮
し
た
シ
カ
対
策
〜
シ
カ

ネ
ッ
ト
回
収
か
ら
再
生
利
用
〜
」
が
、

そ
れ
ぞ
れ
大
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

国
有
林
野
事
業
業
務
研
究
発
表
会

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/
gyoum

u/gijutu/kenkyu_happy
o/index.htm

l

業
務
研
究
大
賞

◀青山長官の挨拶
▼開会式

職
員

選
ぶ

が
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近
年
、
人
工
林
が
本
格
的
な
利
用
期
を
迎

え
た
こ
と
に
よ
り
主
伐
が
増
加
す
る
中
、
再

造
林
コ
ス
ト
の
低
減
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
九
州
各
地
の
国
有
林
に
お

い
て
低
密
度
で
植
栽
し
た
箇
所
の
検
証
を
実

施
し
ま
し
た
。

背
景

取
組
の
実
行
結
果

で
植
栽
木
の
成
長
や
健
全
度
に
問
題
が
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
低
密
度
植
栽
は
再
造
林

の
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
た
選
択
肢
の
一
つ
に

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
伐
期
ま
で
の
間
に
ど
の
よ
う
に
成

長
し
て
い
く
か
、
主
伐
時
に
お
け
る
蓄
積
量
、

コ
ス
ト
の
比
較
な
ど
低
コ
ス
ト
造
林
の
施
業

体
系
を
確
立
す
る
た
め
に
引
き
続
き
観
察
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

考
察

　

低
密
度
で
の
植
栽
後
16
年
経
過
し
た
時
点

図　低密度植栽の検証結果（ヒノキ）

　

九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
平
成
16
〜
18
年

度
に
管
内
の
13
カ
所
で
、
低
密
度
植
栽
（
１
，

５
０
０
本
／
ha
）
を
事
業
ベ
ー
ス
で
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
７
カ
所
で
、
植
栽
か
ら

16
年
経
過
し
た
時
点
で
の
林
分
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
低
密
度
植
栽
林
分
の
比
較
対
象
と

し
て
、
ス
ギ
４
カ
所
（
２
，７
０
０
本
／
ha
、

２
，０
０
０
本
／
ha
を
２
カ
所
ず
つ
）、
ヒ
ノ

キ
３
カ
所
（
そ
れ
ぞ
れ
３
，０
０
０
本
／
ha
、

２
，５
０
０
本
／
ha
、
２
，０
０
０
本
／
ha
）

き
く
、
平
均
樹
高
は
あ
ま
り
大
き
な
差
が
出

ま
せ
ん
で
し
た
。
形
状
に
つ
い
て
は
、
低
密

度
植
栽
の
方
が
梢
殺
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
低
密
度
植
栽
林
分
で
も
樹
冠

は
ほ
ぼ
閉
鎖
し
て
お
り
、
下
枝
の
発
達
が
良

好
で
し
た
。

九
州
地
域
に
お
け
る
低
密
度
植
栽
の
検
証
に
つ
い
て

九
州
森
林
管
理
局　

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー

森林技術部門

岩下　正斉

平均胸高直径の比較

平均樹高の比較

平均単木材積の比較

う
ら
ご
け

まさなり

で
林
分
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

単
木
の
成
長
に
つ
い
て
、
ス
ギ
は
、
平
均

樹
高
で
は
比
較
対
象
林
分
と
は
あ
ま
り
大
き

な
差
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
均
胸
高
直
径

及
び
平
均
単
木
材
積
で
は
２
カ
所
（
西
都
児

湯
、
宮
崎
北
部
）で
大
き
く
、
２
カ
所（
大
隅
、

都
城
）
で
小
さ
く
な
り
ま
し
た
。

　

ヒ
ノ
キ
は
、
３
カ
所
（
熊
本
南
部
、
熊
本
、

長
崎
）
で
調
査
を
行
い
、
平
均
胸
高
直
径
及

び
平
均
単
木
材
積
が
比
較
対
象
林
分
よ
り
大
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三
八
上
北
森
林
管
理
署
で
は
青
森
県
南
部

に
位
置
す
る
新
郷
村
と
の
間
に
約
２
８
０
ha

の
官
行
造
林
契
約
を
結
ん
で
い
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
搬
出
条
件
の
悪
さ
か
ら
契
約
延
長
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
当
該
地
域
で

は
周
辺
民
有
林
も
含
め
て
、
路
網
不
足
、
林

業
事
業
体
不
足
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
に
新
郷
村
か
ら
官
行
造
林
・
村

有
林
等
を
計
画
的
に
伐
採
し
た
い
と
の
相
談

が
あ
っ
た
こ
と
を
契
機
に
、
官
行
造
林
を
起

点
に
周
辺
の
民
有
林
も
含
め
た
森
林
共
同
施

業
団
地
を
設
定
し
、
路
網
や
土
場
の
確
保
等

の
課
題
に
対
応
し
た
計
画
的
な
伐
採
・
更
新

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

背
景

取
組
の
実
行
結
果

考
察

　

協
定
締
結
の
合
意
形
成
に

は
、
国
の
民
国
連
携
予
算
を
活

用
し
た
林
道
開
設
や
共
用
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
設
置
等
、
民

有
林
側
の
メ
リ
ッ
ト
を
具
体
的

に
提
示
で
き
た
こ
と
が
有
効
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後

も
協
定
に
基
づ
き
、
民
国
連
携

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

署
で
は
、
全
体
構
想
の
作
成
や
協
定
エ
リ

ア
、
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
施
業
計
画
の

検
討
を
行
い
ま
し
た
。
構
想
で
は
、
当
該
地

域
の
国
有
林
で
新
設
予
定
の
林
道
を
、
民
有

林
に
新
設
さ
れ
る
林
道
に
接
続
す
る
こ
と

や
、
共
用
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
設
置
等
も

検
討
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
構
想
等
を
、
関
係
者
に
よ
る
計

３
回
の
全
体
会
議
に
お
い
て
説
明
・
提
案
し
、

合
意
形
成
を
図
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
取
組
の
結
果
、
令
和
５
年
１
月

18
日
に
森
林
管
理
署
、
新
郷
村
、
新
郷
開
拓

農
業
協
同
組
合
、青
森
水
源
林
整
備
事
務
所
、

三
八
地
方
森
林
組
合
の
五
者
で
森
林
整
備
推

進
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
協
定
に
お
い
て
、

令
和
８
年
ま
で
に
、
森
林
共
同
施
業
団
地
の

う
ち
官
行
造
林
に
つ
い
て
は
国
が
、
民
有
林

に
つ
い
て
は
新
郷
村
が
そ
れ
ぞ
れ
林
道
を
新

設
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
（
図
）。

　

今
後
は
、
運
営
会
議
・
現
地
検
討
会
を
定

期
的
に
開
催
し
、
長
期
的
か
つ
計
画
的
に
森

林
整
備
を
実
施
し
、
地
元
事
業
体
に
安
定
的

な
事
業
量
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
カ
ラ
マ

ツ
の
団
地
を
造
成
し
て
い
く
考
え
で
す
。

図　林道開設計画

森林ふれあい
・

地域連携部門

官
行
造
林
地
を
含
む
森
林
整
備
推
進
協
定
締
結
へ
の
取
組

〜
新
郷
村
の
例
〜

東
北
森
林
管
理
局　

宮
城
北
部
森
林
管
理
署
（
元
三
八
上
北
森
林
管
理
署
）

千葉　いずみ

さ
ん
ぱ
ち
か
み
き
た
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将
来
的
に
山
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の
発

生
源
と
な
ら
な
い
よ
う
、
役
目
を
終
え
た
シ

カ
ネ
ッ
ト
の
回
収
、
再
生
利
用
、
自
然
素
材

の
活
用
の
検
討
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

背
景

取
組
の
実
行
結
果

は
、
回
収
し
な
く
て
も
良
い
自

然
由
来
の
資
材
へ
の
シ
フ
ト
も

必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

資
材
の
再
生
利
用
は
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
意
識
の
高
い
人
々
に

も
親
和
性
が
あ
り
訴
求
力
の
高

い
取
組
と
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
地
域
の
方
々
に
提
案
す
る

こ
と
で
、
林
業
関
係
者
以
外
の

関
心
を
引
き
、
街
中
か
ら
需
要

が
生
ま
れ
る
可
能
性
も
秘
め
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

考
察

　

シ
カ
ネ
ッ
ト
は
成
林
後
も
樹
皮
剥
離
を
防

ぐ
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
ま
す
が
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の
発
生
抑
制
の
た
め
回
収
も
選

択
肢
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
今
後

自
然
環
境
に
配
慮
し
た
シ
カ
対
策

　
　
　
　
　
〜
シ
カ
ネ
ッ
ト
回
収
か
ら
再
生
利
用
〜

林
野
庁
国
有
林
野
部
業
務
課
（
元
九
州
森
林
管
理
局　

宮
崎
森
林
管
理
署
都
城
支
署
）

九
州
森
林
管
理
局　

技
術
普
及
課
（
元
宮
崎
森
林
管
理
署
都
城
支
署
）

森林保全部門

街中需要創出からの林業活性化プラン

林業活性化には新しい視点が必要

林業機械による回収

山に自生する竹の活用

シカネットバッグ

増井　琴羽
林野庁

九州森林管理局

坂本　徹也

ことは

　

シ
カ
ネ
ッ
ト
の
回
収
及
び
刈
払
い
・
ネ
ッ

ト
切
断
等
は
こ
れ
ま
で
人
力
で
行
っ
て
い
ま

す
が
、
シ
カ
ネ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
の
協
力
を
得

て
林
業
機
械
で
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
人
工
数
が
３
割
程

度
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
回
収
し
た

シ
カ
ネ
ッ
ト
を
再
生

利
用
し
て
、
エ
コ
バ
ッ

グ
を
試
作
し
、
地
元

の
高
校
に
紹
介
し
ま
し

た
。

　

更
に
、
シ
カ
ネ
ッ
ト
の
破
損
箇
所
の
補
修

に
、
山
に
自
生
す
る
竹
を
活
用
す
る
こ
と
の

検
証
を
行
い
ま
し
た
。
枝
が
付
い
た
ま
ま
活

用
す
れ
ば
シ
カ
侵
入
軽
減
に
一
定
の
効
果
が

あ
り
ま
し
た
。
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